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政
府
は
物
流
政
策
の
目
標
・
施
策
を
示
す
た
め
、

1
9
9
7
年
か
ら
5
年
ご
と
に
総
合
物
流
施
策
大

綱
を
定
め
て
い
る
。
過
去
6
回
策
定
さ
れ
た
大
綱

で
は
、「
効
率
的
な
物
流
」「
環
境
に
や
さ
し
い
物

流
」「
安
心
・
安
全
の
確
保
」
が
目
標
と
な
っ
て

き
た
が
、
2
0
2
1
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
総

合
物
流
施
策
大
綱
（
2
0
2
1
～
2
5
年
度
）」

で
は
、「
担
い
手
に
や
さ
し
い
物
流
」
が
新
た
に

目
標
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
働
き

方
改
革
関
連
法
の
施
行
、
社
会
問
題
化
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
非
接
触
で
の
業
務
遂
行
ニ
ー
ズ
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、「
担
い
手
に
や
さ
し
い
物
流
」
の

実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
物
流
施
策
が
有
効
か
、

ど
の
よ
う
な
構
造
改
革
が
必
要
か
、
検
討
し
て
み

た
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
拍
車
を
か
け
る

「
2
0
2
4
年
問
題
」

　

か
ね
て
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
は
全
産
業
平
均
よ
り
2
割
弱
長
く
、
年
間
所

得
は
1
割
程
度
低
か
っ
た
た
め
、
若
手
の
新
規
就

業
者
は
減
っ
て
お
り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
退
職

と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
数
は
年
々
減
っ
て
き
て

い
た
。（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
ま
と

め
た
『
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
―
現
状
と
課

題
―
2
0
2
2
』
に
よ
る
と
、
道
路
貨
物
運
送
業

の
輸
送
・
機
械
運
転
従
事
者
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
数

は
、
2
0
1
9
年
に
87
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

21
年
に
は
84
万
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
拍
車
を
か
け
る
と
心

配
さ
れ
て
い
る
の
が
、
24
年
4
月
よ
り
、
年
間
の

時
間
外
労
働
時
間
規
制
（
9
6
0
時
間
）
を
ト
ラ

ッ
ク
業
界
に
も
厳
格
に
適
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
2
0
2
4
年
問
題
」
で
あ
る
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
22
年
1
月
の
調
査
で

は
、
長
距
離
輸
送
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
業
者
で
、
時

間
外
労
働
時
間
が
9
6
0
時
間
を
超
え
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
存
在
す
る
事
業
者
が
48
％
を
占
め
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
（
改
善
基
準

告
示
）」
で
は
、
時
間
外
労
働
時
間
以
外
に
も
年

間
の
拘
束
時
間
（
労
働
時
間
と
休
憩
時
間
の
合

計
）、
勤
務
終
了
後
の
休
息
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、

現
行
よ
り
厳
し
い
規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
は
現
行
の

輸
送
体
制
を
維
持
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
1
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働

く
時
間
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、
現
在
の
運
送
依
頼

を
こ
な
す
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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物流構造改革による
「担い手にやさしい物流」
の実現



出所：農林水産省「物流事業者に対
する青果物流通に関するアンケー
ト」（2022）
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働
生
産
性
の
向
上
に
効
果
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
東
京
・
福
岡
間
の
宅
配
貨
物
は

主
と
し
て
単
車
・
ト
レ
ー
ラ
ー
で
運
ば
れ
て
い
る

が
、
鉄
道
と
フ
ェ
リ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
20
％
、
10
％

を
分
担
し
て
い
る
（
図
表
❷
）。

　

な
お
、
鉄
道
・
フ
ェ
リ
ー
が
利
用
で
き
る
の
は
、

東
京
か
ら
見
て
九
州
が
翌
々
日
配
達
圏
に
な
っ
て

お
り
、
翌
日
配
達
に
比
べ
丸
1
日
余
裕
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
延

長
す
る
こ
と
は
、
同
一
車
両
へ
の
貨
物
の
積
み
合

わ
せ
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
積
載
率
を
向
上

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
労
働
時
間
が
減
る
の
で
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
年
間
所
得
は
低
下
す
る
こ

と
に
な
り
、
他
産
業
へ
転
職
し
て
し
ま
う
懸
念
す

ら
あ
る
。

短
期
的
に
は

物
的
労
働
生
産
性
の
向
上

　

担
い
手
に
や
さ
し
い
物
流
の
実
現
の
た
め
に
は
、

労
働
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
際
、

物
的
労
働
生
産
性
と
付
加
価
値
労
働
生
産
性
を
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
物
的
労
働
生
産
性
は
輸
送

量
（
輸
送
ト
ン
キ
ロ
）
を
、
付
加
価
値
労
働
生
産

⑴　トラックバース…荷物の積み下ろしをするためトラックを駐停車しておくスペース。

時
間
の
半
分
、
4
時
間
し
か
運
転
時
間
が
と
れ
な

い
こ
と
と
な
る
。

　

荷
待
ち
時
間
の
短
縮
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
（
１
）

の
空
き
時
間
を
見
え
る
化
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
そ

の
中
か
ら
都
合
の
あ
う
時
間
帯
を
ス
マ
ホ
で
予
約

す
る
バ
ー
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。
最
近
、
荷
主
の
協
力
も
得
て
、

徐
々
に
バ
ー
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
は
導
入
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
ど
の
携
帯
端
末
で
も
使
え
る
よ
う
な
ア

プ
リ
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

　

荷
役
時
間
の
短
縮
に
は
荷
役
の
機
械
化
、
す
な

わ
ち
パ
レ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
利
用
が
有

効
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
依
然
と
し
て
パ
レ

ッ
ト
化
さ
れ
た
貨
物
を
配
送
先
で
着
荷
主
の
パ
レ

ッ
ト
に
手
荷
役
で
積
み
替
え
る
こ
と
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
荷
役
を
し
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
も
多
い
。
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
荷
役
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
荷
役
の
負
担
を
軽
減
し
な
い
と
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
集
ま
ら
な
い
。

　

ト
レ
ー
ラ
ー
・
鉄
道
・
海
運
の
利
用
も
物
的
労

性
は
物
流
が
生
み
出
し
た
付
加
価
値
（
売
上
か
ら

燃
料
費
を
差
し
引
い
た
額
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ

労
働
時
間
（
時
間
）
で
割
っ
た
値
で
あ
る
。

　

物
的
労
働
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
1
日
の
労
働
時
間
の
う
ち
運
転
以
外
の
余
計

な
作
業
に
費
や
さ
れ
る
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
実
は
集
荷
先
・
配
送
先
で
の
荷
待
ち

・
荷
役
に
結
構
時
間
を
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
の
行
っ
た
「
物
流
事
業
者
に
対
す

る
青
果
物
流
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、

配
送
先
で
の
荷
待
ち
・
荷

役
に
そ
れ
ぞ
れ
平
均
1
時

間
程
度
要
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
図
表
❶
）。

集
荷
先
で
の
荷
待
ち
、
荷

役
の
各
1
時
間
を
加
え
る

と
、
1
日
の
労
働
時
間
8

図表❷　東京・福岡間の宅配貨物輸送手段の比較

出所：加藤・根本他「東京―福岡間の宅配貨物輸送手段の労働生産性・CO2 排
出量の比較」（日本海運経済学会 第 56 回大会、2022 年）

（注）羽田クロノゲート：ヤマト運輸の関東での最大物流拠点。
　図中、実線は現在利用されている輸送手段（カッコ内数値は分担率）、破線

は導入予定の輸送手段
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出所：加藤・根本他「東京―福岡間の宅配貨物輸送手段の労働生産性・CO2排出量の比較」
（注）　ロールボックスパレットとは、自重100kgで宅配貨物（5㎏ /個）を60個程度積載できるカゴ型台車。

図表❸　単車を1.00とした労働生産性の相対比較結果

評価指標 単車 トレーラー 鉄道 フェリー ダブル
連結 航空 自動

運転

①所要時間 1.00 0.99 1.35 1.58 1.03 0.39 0.93

②労働生産性 1.00 1.51 8.29 6.03 2.29 0.79 11.6

③CO2排出量 1.00 0.82 0.26 0.37 0.57 11.60 0.82

④運行コスト 1.00 0.85 0.96 0.85 0.59 11.80 0.61

評価指標 定　義

①所要時間 ロールボックスパレットに積載された貨物が羽田を出発してから、福岡に到着するまでの時間

②労働生産性 輸送パレット数×輸送距離を、物流現場（輸送、荷役など）での延べ労働時間で割った値

③CO2排出量 運搬具（トラック、貨物電車、フェリー、貨物専用機など）が輸送に伴って排出した CO2 量

④運行コスト 羽田から福岡までの支払物流費を含む運送費用（自社一般管理費は除く）
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さ
せ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
同
じ
論
理
で
、
リ

ー
ド
タ
イ
ム
延
長
は
、
定
時
に
出
発
す
る
長
編
成

の
鉄
道
車
両
・
多
く
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
積
載
す
る

フ
ェ
リ
ー
の
利
活
用
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
現
在
の
利
用
輸
送
手
段
と
、
近
い
将
来

導
入
が
期
待
で
き
る
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
・
航

空
・
高
速
道
路
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
物
的
労
働

生
産
性
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉄
道
・
フ
ェ

リ
ー
の
労
働
生
産
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
（
図
表
❸
）。
さ
ら
に
、
実
現
ま
で
に
少
し

時
間
は
か
か
る
が
、
高
速
道
路
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
労
働
生
産
性
は
突
出
し
て
高
い
。
物
流
の
労

働
生
産
性
向
上
の
切
札
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
関
し
て
も
、
鉄
道
・

フ
ェ
リ
ー
が
優
っ
て
い
る
。

長
期
的
に
は

付
加
価
値
労
働
生
産
性
の
向
上

　

総
合
物
流
施
策
大
綱
で
は
、
付
加
価
値
労
働
生

産
性
を
2
割
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
改
善
の
き
ざ
し
は
見
ら
れ
な

い
。
物
的
労
働
生
産
性
の
向
上
が
、
必
ず
し
も
付

加
価
値
労
働
生
産
性
の
向
上
に
は
反
映
し
な
い
の

運
転
時
間
超
過
な
ど
、
法
令
を
遵
守
し
な

い
「
悪
い
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
」
が
低
運
賃

を
提
示
す
る
た
め
、
運
賃
が
上
方
硬
直
し

て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

2
0
2
4
年
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は

深
刻
化
し
、
適
正
な
運
賃
を
負
担
し
な
い

荷
主
は
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
か
ら
相
手
に
さ

れ
な
く
な
る
可
能
性
は
高
い
。
一
方
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
に
は
改
善
基
準
告
示
を
守

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

妥
協
の
も
と
に
決
ま
っ
た
改
善
基
準
告
示

に
は
、
多
く
の
例
外
規
定
が
含
ま
れ
て
い

る
。
国
土
交
通
省
の
行
っ
て
い
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
監
査
で
は
、
細
か
い
例
外
規
定
を
勘

案
し
た
チ
ェ
ッ
ク
は
難
し
い
。「
悪
い
荷

主
」
と
違
っ
て
、「
悪
い
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
」
を
見
抜
く
の
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

国
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
す
る

社
会
的
規
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
際
、
規
制
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め

I
T
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
。
デ
ジ
タ
ル

タ
コ
グ
ラ
フ
（
デ
ジ
タ
コ
）
搭
載
・
デ
ジ

タ
ル
運
転
日
報
作
成
を
義
務
付
け
し
、
監

査
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

⑵　店着価格制度…商品価格と運賃が一体となって、店舗への納品価格となっている価格決定方式。

で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
市
場
は
、
相
対
的
に
貨

物
需
要
に
比
べ
供
給
事
業
者
が
多
い
状
況
が
続
い

て
い
る
た
め
、
運
賃
は
上
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

売
上
で
あ
る
運
賃
が
増
え
ず
、
燃
料
費
が
増
え
て

い
る
た
め
、
む
し
ろ
付
加
価
値
は
減
少
し
て
い
る
。

　

需
給
関
係
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
法
令
を
遵

守
し
な
い
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
市
場
か
ら
の
撤
退

を
促
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ま
で
、
適
正
な
運
賃
、
あ
る
い
は
高
速
道
路
料
金

を
負
担
し
な
い
「
悪
い
荷
主
」
が
い
る
た
め
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
が
苦
し
ん
で
い
る
と
の
主
張
も
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
過
積
載
・
ス
ピ
ー
ド
違
反
・

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
欧
州
で
は
06
年
か
ら
デ
ジ
タ
コ
搭

載
を
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
国
か
ら
来

た
ト
ラ
ッ
ク
の
デ
ジ
タ
コ
情
報
を
路
上
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
運
転
時
間
超
過
の
取
り
締
ま
り
を
実

施
し
て
い
る
。



出所：経済産業省「持続可能な物流の実現に向けた検
討会」（2022 年）

図表❹　効率化を阻む店着価格制度・
多重下請構造

取引関係
モノの流れ

店着価格制度
発荷主 着荷主

元請事業者

下請事業者
（実運送事業者）

多重下請構造多重下請構造多重下請構造
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す
る
契
約
条
件
（
荷
役
作
業
の
有
無
な
ど
）
は
、

下
請
事
業
者
・
着
荷
主
に
は
必
ず
し
も
見
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
下
請
事
業
者
は
着
荷
主
か
ら
長
時

間
の
荷
待
ち
や
荷
役
作
業
を
要
求
さ
れ
て
も
、
断

る
こ
と
が
難
し
い
。
運
賃
・
料
金
を
見
え
る
化
し
、

そ
の
運
賃
・
料
金
に
含
ま
れ
る
附
帯
作
業
な
ど
が

書
面
で
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
着
荷
主
も
理
不
尽
な

要
求
は
で
き
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
も
、
通
販
事
業
者
は
「
配
送
料

無
料
」
を
前
面
に
出
し
て
販
売
促
進
を
行
っ
て
お

り
、
消
費
者
に
は
運
賃
が
見
え
な
い
。
そ
の
結
果
、

「
ま
と
め
て
注
文
し
配
送
し
て
も
ら
う
」
な
ど
、

物
流
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
行
動
を
、
消
費
者
に

期
待
す
る
の
が
難
し
く
な
る
。

　

多
重
下
請
構
造
に
は
、
①
荷
主
に
と
っ
て
特
定

の
元
請
事
業
者
と
の
契
約
だ
け
で
完
結
す
る
、
②

元
請
事
業
者
に
と
っ
て
最
小
限
の
輸
送
リ
ソ
ー
ス

を
保
有
す
る
だ
け
で
需
要
変
動
に
対
応
で
き
る
、

す
べ
き
か
が
議
論
と
な
り
、
輸
送
責
任
を
明
確
化

す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
経
済
産

業
省
「
物
流
市
場
に
お
け
る
競
争
環
境
や
労
働
環

境
等
に
関
す
る
調
査
」
2
0
2
1
年
3
月
）。

　

日
本
で
も
ネ
ッ
ト
通
販
の
急
増
に
よ
り
、
通
販

貨
物
の
消
費
者
へ
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
で
下
請

事
業
者
を
使
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
受
け
皿

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
個
人
事
業
者
が
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
容
易
に
参
入
で
き
る
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事

業
で
あ
る
。
そ
れ
ら
事
業
者
が
収
入
を
確
保
す
べ

く
長
時
間
労
働
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
事
故
も

増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

多
重
下
請
構
造
が
改
善
さ
れ
、
運
賃
・
料
金
が

見
え
る
化
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
荷
主
は
実
運
送
事
業
者

と
直
接
相
対
で
運
賃
を
決
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

運
賃
は
需
給
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
反
映
す
る

よ
う
に
な
る
。「
悪
い
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
」
が
駆

逐
さ
れ
、
人
手
不
足
が
緩
和
し
な
け
れ
ば
、
運
賃

は
高
止
ま
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
荷
主
（
消
費

者
を
含
め
）
は
運
賃
を
節
約
す
べ
く
運
送
依
頼
を

平
準
化
す
る
、
あ
る
い
は
ま
と
め
て
注
文
す
る
よ

う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

物
流
事
業
者
は
中
小
事
業
者
で
あ
っ
て
も
荷
主

へ
の
営
業
活
動
が
必
要
と
な
る
が
、
荷
主
か
ら

「
安
全
・
安
心
で
効
率
的
」
と
の
評
価
を
受
け
れ

ば
、
直
接
受
注
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
抜
き
が
な

い
分
だ
け
運
賃
収
入
は
増
え
る
。
そ
れ
が
ド
ラ
イ

バ
ー
の
所
得
増
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
人
手
不
足
は

若
干
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

▪

③
下
請
事
業
者
に
と
っ
て
営
業
努
力
な
し
で
貨
物

が
確
保
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
運
賃
が
低
迷
す
る
中
、
①
中
抜
き
に
よ
る

下
請
業
者
の
運
賃
収
入
低
下
、
②
収
入
減
を
補
う

た
め
の
労
働
時
間
超
過
に
よ
る
事
故
増
加
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荷
主
も
そ
れ
ら
の
リ

ス
ク
増
加
に
無
関
心
で
は
済
ま
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
2
0
1
2
年
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
と
し
て
業
務
を
受
注
し
た
場
合
、
当
該
業

務
を
再
委
託
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
背

景
と
し
て
、
多
重
下
請
状
態
に
あ
っ
た
輸
送
案
件

で
事
故
が
発
生
し
、
元
請
事
業
者
に
責
任
を
追
及

決
め
手
は
運
賃
の
見
え
る
化
・

多
重
下
請
構
造
の
解
消

　

長
期
的
に
は
、
店
着
価
格
制
度

（
２
）

な
ど
非
効
率
的

な
商
習
慣
の
是
正
と
多
重
下
請
構
造
の
改
善
が
必

要
で
あ
る
。
日
本
で
は
多
く
の
場
合
、
発
荷
主
は

着
荷
主
と
の
間
で
店
着
価
格
（
運
賃
込
み
）
で
取

引
を
行
う
一
方
、
元
請
事
業
者
に
運
送
を
依
頼
し

て
い
る
（
図
表
❹
）。
元
請
事
業
者
は
、
そ
の
運

送
を
1
次
、
2
次
、
3
次
下
請
事
業
者
に
再
委
託

し
て
お
り
、
モ
ノ
は
発
荷
主
か
ら
下
請
事
業
者
を

通
じ
て
直
接
着
荷
主
に
届
け
ら
れ
る
。
な
お
、
下

請
事
業
者
へ
の
委
託
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
都
度
10

％
程
度
の
手
数
料
が
差
し
引
か
れ
る
た
め
、
運
賃

は
安
く
な
っ
て
い
く
。

　

運
賃
は
発
荷
主
か
ら
元
請
事
業
者
に
支
払
わ
れ

る
わ
け
だ
が
、
こ
の
運
賃
、
お
よ
び
運
賃
に
付
随
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